
- 1 -

第３学年 算数科学習指導案
日 時 平成 年 月 日（木）５校時16 10 14

（ ）指導学級 ３年２組 男子 名 女子 名 計 名17 15 32
指 導 者 吉 田 隆

１ 単元名 かけ算のしかたを考えよう（東京書籍「新しい算数３年 下 ）10 」

２ 単元について

・ 学習指導要領第３学年の目標の１つは「加法及び減法を適切に用いることができるようにする

とともに、乗法についての理解を深め、適切に用いることができるようにする。また、除法の意

味について理解しその計算のしかたを考え、用いることができるようにする 」である。これを。

受けた本単元のねらいは 「筆算形式による２，３位数に１位数をかける乗法計算のしかたにつ、

いて理解し、それを用いる能力を伸ばす 」である。。

本単元では被乗数が何十、何百の乗法 ×３や ×５など１位数どうしの乗法に帰着させ20 300
る計算の仕方を学習する。また、これらのことをもとにして、２位数、３位数に１位数をかける

計算を導入し、乗法の筆算形式とともに、その計算の原理や手順について理解を図ることを主体

としている。なお、その際に十進位取り記数法の原理の理解を基本とし、事実に即して分配法則

の考えを用いることや、乗法の（基準の大きさ）×（基準の大きさを単位とした数）という意味

の理解を深めるよう意図している。２，３位数に１位数をかける計算は、３学年の第１３単元の

２位数どうしをかける計算の基礎にあたっているので、計算の原理や手順を確実に理解するとと

もに、技能的にも十分高めておくことが必要である。

・ 学級の児童は乗法九九については２学年で学習しているが、３学年ではその後を受けて、第１

単元で、乗法九九についての理解をまとめたり、乗法の交換法則や、乗法が１ずつ増減する時の

。 、 、乗数と積の変化の関係について学習してきている 前提テストの結果 １位数×０や０×１位数

１位数× や ×１位数などの問題はほぼ全員が理解している。また、乗法の交換法則につい10 10
てもおおむね理解している。さらに４×６の積は４×５の積よりも４大きいというような乗法の

規則性についてもほぼ理解していることがわかった。しかし、かけ算九九に時間がかかったり、

間違えたりする児童も数人いる。

・ 指導にあたっては、まず、本時の問題に自分で取り組んでみる。その後、前時の筆算と比較し

ながら相違点を中心に話し合うことで共通点についても明らかにし、計算のしかたを確認する。

途中の計算は違うが原理・手順は全く同じであることに気づかせたい。また、本時は習熟の時間

にあたるため、ステップ式の問題を用意し、個に応じて練習問題に取り組ませる。そうすること

で３位数×１位数の筆算の理解を確実にしていきたいと考える。

３ 単元の目標

○筆算形式による２，３位数に１位数をかける乗法計算のしかたについて理解し、それを用いる

能力を伸ばす。

〔関心・意欲・態度〕 ●筆算形式による２，３位数×１位数の計算のしかたを、既習の乗法計算の

しかたをもとに考えようとする。

〔数学的な考え方〕 ●筆算形式による２，３位数×１位数の計算のしかたを、数の構成や十進位

取り記数法をもとに考える。

●２，３位数 １位数の計算を筆算で正確にできる。〔表現・処理〕 ×

乗法の結合法則を計算に用いることができる。●

〔知識・理解〕 ●２，３位数×１位数の筆算のしかたを理解する。

●乗法の結合法則を理解する。
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４ 単元構想表 第３学年 単元名「かけ算のしかたを考えよう （１３時間）」

小単元 何十、何百のかけ算 ２けたの数に１けたの数をかける計算

時 間 １・２時間目 ３・４時間目 ５時間目 ６時間目 ７時間目

・乗法九九

・１０×１位数

既習事項 ・何十、何百×１位数

・２位数×１位数（部分積がみな

１けた）

・２位数×１位数（一の位の数と

の部分積が２けた）

・２位数×１位数（十の位の数と

の部分積が２けた、及び部分積

がみな２けた）

解決を支 ①絵 ①図 ①筆算 ①筆算 ①筆算

える算数 ②図 ②分配法則を使った式 ②分配法則を使った式

的活動 ③かけ算九九 ③筆算

。目 標 ・何十、何百に１位数をかける乗 ・２位数×１位数（部分積がみな ・２位数×１位数（一の位の数と ・２位数×１位数（十の位の数と ・２位数×１位数の筆算ができる

（本時の 法計算を、１位数 ×１位数の １けた）の筆算のしかたを、既 の部分積が２けた）の筆算のし の部分積が２けた、及び部分積

） 。基礎・基 計算をもとにして考えることが 習の乗法九九に帰着して考える かたを理解できる。 がみな２けた の筆算ができる

本） できる。 ことができる。 ・２位数×１位数（一の位の数と

の部分積が２けた）の筆算がで

きる。

①図 ①図 ①位ごとにかけ算 ①筆算 ①筆算

見通し ②かけ算九九 ②位ごとにかけ算 ②筆算

③筆算

①１０や１００をもとにして考 ①およその答えを予想させる。 ①およその答えを予想させる。 ①およその答えを予想させる。 ①およその答えを予想させる。

自力解決 えさせる。 ②一の位と十の位に分けて考え ②前時の筆算のしかたを想起さ ②前時までの筆算のしかたを想 ②前時までの筆算のしかたを想

での支援 ②つまずいている子には、図を させる。 せる。 起させる。 起させる。

使って考えさせる。 ③つまずいている子には、図を ③部分積を筆算に書かせる。 ③部分積を筆算に書かせる。 ③一の位から計算させる。

使って考えさせる。 ④一の位から計算させる。 ④一の位から計算させる。 ④百の位への繰り上がりに気を

⑤繰り上がりに気をつけさせ ⑤繰り上がりに気をつけさせ つけさせる。

る。 る。

・何十、何百×１位数の計算を、 ・２位数×１位数の筆算のしかた ・２位数×１位数（一の位の数と ・２位数×１位数（十の位の数と ・２位数×１位数（部分積を加え

１位数×１位数の計算をもとに を既習の乗法九九などをもとに の部分積が２けた）の筆算のし の部分積が２けた、及び部分積 たときに百の位に繰り上がりあ

評 価 して考えることができたか。 考えることができたか。 かたを理解できたか。 みなが２けた）の筆算ができた り）の筆算ができたか。

・２位数×１位数（一の位との部 か。

考 考 分積が２けた）の筆算ができた 表・処

か。 表・処

知 表・処
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小単元 ３けたの数に１けたの数をかける計算 まとめ

時 間 ８時間目 ９時間目 １０時間目（本時） １１時間目 １２・１３時間目

・乗法九九

・１０×１位数

既習事項 ・何十、何百×１位数

・２位数×１位数（部分積がみな

１けた）

・２位数×１位数（繰り上がりあ

り）

・３位数×１位数（部分積がみな

１けた）

・３位数×１位数（一、十の位の

数との部分積が２けた）

・３位数×１位数（部分積が２け

た、及び部分積を加えたときに

繰り上がりあり）

・乗法の結合法則

・３つの数の乗法を１つの式に表

す

解決を支 ①筆算 ①筆算 ①筆算 ①図 ①筆算

える算数 ②図 ②かけ算の２つの式

的活動 ③分配法則を使った式

目 標 ・３位数×１位数（部分積がみな ・３位数×１位数（一、十の位の ・３位数×１位数（部分積がみな ・乗法の結合法則について理解す ・学習内容に習熟する。

（本時の １けた）の筆算のしかたを、２ 数との部分積が２けた）の筆算 ２けた、及び部分積を加えたと るとともに、３つの数の乗法が ・学習内容の理解を確実にする。

基礎・基 位数×１位数の筆算のしかたを ができる。 きに繰り上がりありを含む）の １つの式に表せることを理解す ・学習内容の理解を深め、算数へ

本） もとに考えることができる。 筆算ができる。 る。 の興味を広げる。

①筆算 ①筆算 ①筆算 ①図 ①筆算

見通し ②図 ②かけ算の式

③位ごとにかけ算 ③言葉

①およその答えを予想させる。 ①前時の筆算のしかたを想起さ ①前時までの筆算のしかたを想 ①図を使って考えさせる。 ①２位数×１位数、３位数×１

自力解決 ②２位数×１位数の筆算のしか せる。 起させる。 ②式が２つになっていいことを 位数の筆算のしかたを確認す

での支援 たを想起させる。 ②部分積を筆算に書かせる。 ②繰り上がりに気をつけさせ 知らせる。 る。

③つまずいている子には、図を ③繰り上がりに気をつけさせ る。 ③２通りのやりかたがあること ②早く終わった子には補充問題

使って考えさせる。 る。 に気づかせる。 を用意しておく。

・２位数×１位数と同じ原理・手 ・３位数×１位数（一、十の位の ・３位数×１位数（部分積がみな ・乗法の結合法則を理解できた ・２、３位数×１位数の計算がで

順を使って、３位数×１位数の 数との部分積が２けた）の筆算 ２けた、及び部分積を加えたと か。 きたか。

評 価 筆算のしかたを考えることがで ができたか。 きに繰り上がりありを含む）の 知 ・既習事項を活用し、活動に取り

きたか。 表・処 筆算ができたか。 組もうとしたか。

考 表・処 表・処

関・意・態



５　関連と発展

２年 ３年 ４年

⑦　かけ算（１） ①　かけ算 ③　わり算の筆算（１）
・乗法の意味と記号「×」 ・乗法九九の習熟 ・乗除混合式の計算
・５，２，３，４の段の九九 ・被乗数や乗数が０の乗
  の構成   法
・「かけられる数」｢かける ・乗数と積の関係
  数｣の用語と意味 ・乗法の交換法則

・１位数×１０，１０×１位
  数
・被乗数または乗数が未
　知数の式

⑧　かけ算（２） 本単元　かけ算の筆算
（１）

⑦　わり算の筆算（２）

・６～９，１の段の九九の ・何十，何百×１位数の ・「商」「積｣の用語

　構成 　計算
・乗数と積の関係 ・２，３位数×１位数の計

　算と筆算形式
・乗法の交換法則 ・乗法の結合法則
・倍概念の基礎

⑬　かけ算の筆算（２）
・１，２位数×何十の計算
・２位数どうしの乗法の計
　算と筆算形式
・計算のきまりや法則を
　用いた乗法計算の工夫
・２位数×１位数の暗算
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６ 本時の指導

( ) 目 標1
・３位数×１位数（部分積がみな２けた、及び部分積を加えたときに繰り上がりありを含む）

の筆算ができる。

( ) 展 開2
段階 学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・ 評 価（方法）

つ １．問題を把握する。 ・２問提示をすることで、本時の問題を明確にする。

次の筆算のしかたをいいましょう。

か ① ９３７ ② ５３７ ・初めに自分で本時の問題に取り組ませることで既習の

× ４ × ３ 学習内容との違いを意識できるようにする。

む

・既習の筆算との違いを意識できない場合には、既習の●自分の力で解いてみよう

筆算を提示することで、本時の筆算の特徴を把握でき・ ●今までの問題と解き方が違うところはどこですか。

るようにする。① ９３７ ② ５３７

み × ４ × ３

２８ ２１ ○既習の筆算と本時の筆算の違いに気づくことができた

と １２０ ９０ か。

３６００ １５００ 考 （発言）

お ３７４８ １６１１

・既習の筆算をもとに計算の手順について確認する。・答えが４けたになっている。

す ・①はかけた数が全部２けた。

・②はたし算がくり上がる。

２．課題を把握する。 ○本時の学習課題を把握できたか。

いろいろな３けた×１けたのひっ算にちょうせん 関・意・態 （挙手）

しよう。 ・コースについて説明することで、それぞれの目標を設

１５ ３．課題解決の見通しをたてる。 定できるようにする。

分 ●どこまで解けるかな。

学習シートを使うことで、じっくりコースから順に自や ４．練習問題を解く。 ・

分のペースでステップアップ式に取り組ませる。っ ●じっくりコースから順に問題に挑戦しましょう、

て 机間巡視をすることで指導の機会とする。・

み （１）じっくりコース ①②の練習問題 ・自分で答え合わせをさせることで、答えや解き方を確

る かめるようにする。

・ （２）ぐんぐんコース ①②の練習問題（混合） ・スーパーチャレンジコースで作成した問題をお互いに

た 解き合うことで上位の子の意欲を高めるようにする。

し （３）チャレンジコース 文章題 発展的な問題 具体の評価規準（表・処）

か Ａチャレンジコースの問題を解くことができる。

め （４）スーパーチャレンジコース 問題作り Ｂじっくりコース、ぐんぐんコースの問題を解くこと

る ができる。

Ｃ（支援）位ごとの途中計算を筆算に書いてもいいこ

２５ とを知らせる（方法）学習シート。

分 （方法）学習シート
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ま ５．本時の学習を振り返って、感想を発表し合い、学習の ・感想を発表させることで、どの問題も基本的に解き方

と ま とめとする。 は同じことに気づかせ、まとめとする。

め

る ・分かったこと、自分なりにがんばったことを振り返ら

５ せることで、次時の意欲をもたせるようにする。

分

（ ）板書計画3
課題

いろいろな３けた×１けたの筆算にちょうせん

し

よう。

①

９３７ ９３７ ② ５３７ ５３７ 位をたてにそろえ じっくりコース

× ４ × ４ × ３ × ３ る ↓

２８ ３７４８ ２１ １６１１ ぐんぐんコース

１２０ ９０ １の位から計算 ↓

３６００ １５００ チャレンジコース

３７４８ １６１１ ↓

・ スーパーチャレンジコース

答えが４けた ・答えが４けた

・かけた数が全部２けた ・たし算がくり上がる
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